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平
成
十
八
年
第
二
回
定
例

会
は
、
六
月
九
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
十
八
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定
や
特

別
勤
務
手
当
等
の
削
減
を
始

め
、
報
告
四
件
、
議
案
二
十

三
件
、
陳
情
四
件
、
計
三
十

一
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

九
日
（
本
会
議
初
日
）
は
、

議
長
よ
り
諸
般
の
報
告
、
市

長
の
行
政
報
告
に
続
い
て
議

案
が
上
程
さ
れ
、
説
明
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

十
四
日（
本
会
議
第
二
日
）

は
、
上
程
議
案
へ
の
質
疑
、

予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
、

各
委
員
会
へ
の
議
案
等
の
付

託
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

十
六
日
、
十
九
日
（
本
会

議
第
三
、
第
四
日
）
は
、
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
十
四
名

が
登
壇
し
ま
し
た
。

二
十
一
日
は
各
常
任
委
員

会
が
行
わ
れ
、
議
案
等
が
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
二
日
は
、
予
算
特
別

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
慎
重

な
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
十
六
日
（
本
会
議
第
五

日
）
の
最
終
日
に
は
、
付
託

案
件
の
審
査
に
対
す
る
、
各

委
員
長
の
報
告
が
な
さ
れ
、

採
決
を
行
い
ま
し
た
。
審
査

の
結
果
、
二
十
三
議
案
は
可

決
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
請
願
二
件
の
内
一
件
は
採

択
、
も
う
一
件
は
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
陳
情
一
件
は

採
択
、
二
件
を
不
採
択
、
一

件
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し

た
。次

に
、
追
加
議
案
が
上
程

さ
れ
、
議
案
五
件
、
諮
問
二

件
、
発
議
一
件
が
採
決
の
結

果
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

久田清文さん 品川嘉里さん瀬戸口前議長深見議長

人
権
擁
護
委
員

定 例 会 の 概 要

人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
と
し
て
、
品
川
嘉

里
さ
ん
と
久
田
清
文
さ

ん
が
推
薦
さ
れ
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

品
川
さ
ん
は
、
平
成

十
八
年
九
月
三
十
日
に

任
期
満
了
と
な
る
福
田

敏
委
員
の
後
任
と
し
て
、

久
田
さ
ん
は
、
壱
岐
市

の
区
域
に
置
か
れ
る
人

権
擁
護
委
員
が
一
名
増

員
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

全国市議会議長会会長表彰全国市議会議長会会長表彰

瀬戸口和幸前議長及び深見忠生議長が、全

国市議会議長会の評議員として、全国市議会

議長会会長から感謝状を受けられました。
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

福
岡
招
致

壱
岐
市
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

福
岡
招
致
に
向
け
、
市
民
一

丸
と
な
っ
て
応
援
し
た
い
。

行
政
組
織

原
の
辻
遺
跡
関
連
事
業
推

進
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
の
立
ち
上
げ
と
、
円
滑
な

事
務
を
行
う
た
め
急
を
要
す

る
部
署
の
み
の
見
直
し
に
止

め
る
。

特
殊
勤
務
手
当
等

の
見
直
し

見
直
し
に
よ
る
削
減
効
果

は
、
年
間
ベ
ー
ス
で
約
四
千

万
円
（
17
ペ
ー
ジ
参
照
）。

地
方
税
法
等
改
正

主
な
改
正
内
容
は
所
得
税

か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源

移
譲
で
、
個
人
住
民
税
の
所

得
割
の
累
進
課
税
か
ら
、
一

〇
�
税
率
の
フ
ラ
ッ
ト
課
税
と

な
り
、
平
成
十
九
年
度
分
か

ら
適
用
。
定
率
減
税
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
は
平
成
十
八

年
分
、
個
人
住
民
税
は
平
成

十
八
年
度
分
を
も
っ
て
廃
止
。

指
定
管
理
者
制
度

の
導
入

本
年
九
月
一
日
で
移
行
期

限
の
経
過
措
置
が
切
れ
る
た

め
、
十
の
施
設
に
つ
い
て
候

補
者
を
選
定
し
た
。

旧
公
立
病
院

の
解
体

周
辺
建
築
物
の
事
前
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
周
辺
住

民
へ
の
説
明
会
を
行
う
。
解

体
は
国
の
財
産
処
分
承
認
を

得
て
か
ら
。

壱
岐
焼
酎
中
国
へ

長
崎
県
上
海
事
務
所
を
通

じ
て
、
本
年
七
月
頃
か
ら
壱

岐
焼
酎
を
試
験
的
に
輸
出
す

る
方
向
で
準
備
中
。

後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
係
る

広
域
連
合
の
設
置

医
療
制
度
改
革
関
連
法
案

は
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
新
保
険
制
度
が

創
設
さ
れ
、
保
険
者
は
県
下

で
一
つ
と
な
る
。

Ｏ
26
に
注
意
を

壱
岐
保
健
所
は
六
月
初
旬

に
二
名
の
幼
児
が
「
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
（
Ｏ
26
）
に
感

染
し
た
」
と
発
表
。
そ
れ
ぞ

れ
症
状
は
快
方
に
向
か
っ
て

い
る
、
あ
る
い
は
回
復
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

特
定
農
業
団
体
の

設
立
状
況

二
十
一
世
紀
型
圃
場
の
生

産
組
織
・
作
業
班
を
中
心
に
、

現
在
四
団
体
を
設
立
し
、
そ

の
他
の
組
織
に
つ
い
て
も
設

立
に
向
け
た
準
備
・
検
討
が

行
わ
れ
て
い
る
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

整
備
状
況

印
通
寺
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

対
応
す
る
た
め
に
倉
庫
部
分

を
残
し
て
取
り
壊
し
、
新
た

に
二
階
建
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
の
建
設
を
す
る
。
来
年
四

月
一
日
供
用
開
始
を
予
定
。

芦
辺
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

は
、
当
初
計
画
ど
お
り
七
月

十
九
日
に
本
格
的
供
用
開
始

の
予
定
。

観
光
商
工
関
係

「
快
水
浴
場

か
い
す
い
よ
く
じ
ょ
う

百
選
」
が
選

定
さ
れ
、
筒
城
浜
お
よ
び
辰

の
島
海
水
浴
場
が
選
ば
れ
た
。

ま
た
、
水
産
庁
主
催
の

「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁

村
の
歴
史
的
文
化
財
産
百

選
」
で
は
、
勝
本
浦
の
阿あ

房ほ
う

塀べ
い

（
土
肥
家
御
茶
屋
敷
跡
）

と
街
並
み
が
選
ば
れ
、
観
光

立
島
の
壱
岐
市
に
と
っ
て
は

願
っ
て
も
な
い
受
賞
。

観
光
客
数
は
、
減
少
傾
向

だ
が
、
ス
ポ
ー
ツ
誘
致
に
つ
い

て
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

今
後
更
に
活
発
な
誘
致
活
動

を
展
開
・
支
援
し
て
い
く
。

土
木
事
業

幹
線
道
路
整
備
の
補
助
事

業
三
路
線
は
、
申
請
手
続
き

が
終
わ
り
、
起
債
事
業
十
二

路
線
と
併
せ
て
工
事
着
手
の

準
備
中
。
ま
た
単
独
予
算
に

よ
る
道
路
整
備
は
、
十
九
路

線
を
整
備
。

中
央
水
処
理
セ
ン
タ
ー

五
月
か
ら
一
部
地
域
を
除

い
て
供
用
開
始
。
今
後
は
、

事
業
へ
の
啓
蒙

け
い
も
う

推
進
に
努
め
、

加
入
率
の
向
上
を
目
指
す
。

本
年
度
事
業
は
、元
居
地
区
、

先
町
地
区
及
び
築
出
町
地
区

の
管
渠

か
ん
き
ょ

布
設
工
事
を
予
定
。

一
支
国
博
物
館（
仮
称
）

建
築
設
計
・
展
示
設
計
・

工
事
監
理
及
び
管
理

運
営
事
業
者
の
選
定

選
定
委
員
会
に
よ
る
審
査

の
結
果
、「
黒
川
設
計
・
丹

青
社
・
乃
村
工
藝
社
グ
ル
ー

プ
」（
代
表
者：

�
黒
川
紀

章
建
築
都
市
設
計
事
務
所
）

を
優
先
交
渉
権
者
と
し
て
決

定
。
今
後
は
長
崎
県
及
び
壱

岐
市
と
の
三
者
間
で
基
本
協

定
を
締
結
し
た
う
え
で
、
長

崎
県
が
建
築
設
計
事
業

者
及
び
展
示
設
計
事
業

者
と
の
委
託
契
約
を
締

結
す
る
予
定
。

盈
科
小
に
養
護
学
校

分
教
室
開
設

県
教
育
庁
と
施
設
・

設
備
面
の

改
修
内
容

等
を
確
認
。

ま
も
な
く

設
計
に
着

手
し
、
人

的
配
置
等

は
、
今
後

県
と
協
議
す
る
。

市
民
病
院

市
民
皆
様
の
病
院
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、

病
院
に
関
わ
る
全
職
員
が
連

携
し
て
体
質
改
善
を
図
り
、

よ
り
一
層
の
医
療
サ
ー
ビ
ス

向
上
に
努
め
る
。

か
た
ば
る
病
院

診
療
報
酬
改
正
に
よ
り
、

三
・
一
六
�
の
大
幅
な
引
き

下
げ
と
な
り
、
ま
た
七
月
か

ら
は
療
養
病
棟
入
院
基
本
料

の
見
直
し
に
よ
り
、
入
院
患

者
一
日
当
り
の
診
療
額
が
大

幅
に
減
少
す
る
見
込
み
。

オリンピック招致ののぼり旗（芦辺港ターミナルビルにて）

原の辻プロジェクト室（郷ノ浦支所内）�

「快水浴場百選」に選ばれた辰の島海水浴場

え
い
か
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�
病
院
事
業
運
営
審
議
会

委
員
の
構
成
・
役
割
等
具
体

的
に
。

�
今
後
、
規
則
の
中
で
定

め
る
。
構
成
委
員
は
医
療
や

病
院
経
営
の
学
識
者
、
各
団

体
の
代
表
者
等
、
十
名
以
内

壱
岐
市
附
属
機

関
設
置
条
例
の

一
部
改
正

程
度
。
か
た
ば
る
病
院
も
含

め
た
中
で
、
方
向
性
を
審
議

し
た
い
。

�
設
置
期
限
は
。
構
成
委

員
の
内
訳
は
。

�
病
院
事
業
が
存
続
す
る

限
り
継
続
。
委
員
の
構
成
は

現
段
階
で
は
決
め
て
い
な
い
。

�
病
院
経
営
の
委
託
が
先

で
は
。

�
常
に
指
定
管
理
者
を
模

索
し
て
い
る
が
難
し
い
。
現

在
の
病
院
経
営
は
複
雑
で
、

体
制
が
整
っ
て
い
な
い
。
そ

の
た
め
に
も
審
議
会
が
必
要

で
あ
る
。

�
指
定
管
理
者
制
度
導
入

一
般
会
計

補
正
予
算

に
伴
う
※
債
務
負
担
行
為
の

十
件
の
内
、
三
件
は
補
正
追

加
が
さ
れ
て
い
な
い
が
。

�
七
件
は
将
来
的
に
費
用

負
担
が
あ
り
、
他
三
件
は
な

い
た
め
、
設
定
し
て
い
な
い
。

�
壱
岐
島
荘
は
債
務
負
担

が
あ
る
の
で
は
。

�
現
在
は
、
独
立
採
算
で

実
施
し
て
い
る
の
で
、
債
務

負
担
は
な
い
。

�
旧
公
立
病
院
解
体
工
事

事
前
周
辺
建
物
調
査
委
託
料

に
つ
い
て
、
調
査
の
方
法
・

範
囲
等
の
内
容
説
明
を
。

�
建
物
全
体
を
調
査
し
、

約
二
ヶ
月
を
要
す
る
。
旧
精

神
病
棟
か
ら
裁
判
所
ま
で
の

両
道
路
脇
の
約
六
十
戸
を
想

定
し
、
単
価
は
事
業
損
失
調

査
単
価
表
に
よ
り
積
算
し
た

も
の
で
、
適
正
な
調
査
を
実

施
す
る
。

�
公
の
施
設
の
四
十
九
施

設
中
、
十
件
だ
け
だ
が
、
他

の
施
設
は
直
営
か
。

指
定
管
理
者
の

指
定

（
十
件
）

�
公
的
施
設
は
制
度
の
導

入
に
向
け
て
各
所
管
が
調

整
・
検
討
中
で
、
現
段
階
で

は
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
。

今
後
、
施
設
の
特
性
を
見
極

め
、
導
入
し
た
い
が
、
当
面

は
直
営
で
。

�
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
の
か
。

国民宿舎　壱岐島荘

旧 公 立 病 院

※
次
年
度
以
降
、
経
費
支
出
を
伴

う
事
業
（
予
算
措
置
）。
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�
現
段
階
で
、
約
八
�

の
三
百
万
円
程
度
の
委
託
料

の
削
減
が
可
能
。

�
そ
の
減
額
さ
れ
た
委
託

料
は
、
補
助
金
一
律
一
割

カ
ッ
ト
で
は
。

�
収
支
計
算
書
に
基
づ
き
、

団
体
と
協
議
の
上
決
定
し
た
。

�
指
定
管
理
者
の
権
限
で
、

利
用
料
を
引
き
下
げ
ら
れ
る

か
。�

条
例
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
市
の
承
認
を
得
て
利
用

料
金
を
設
定
で
き
る
。

�
現
行
の
管
理
委
託
制
度

は
廃
止
か
。

�
今
後
、
直
営
か
指
定
管

理
者
制
度
の
ど
ち
ら
か
で
運

営
す
る
。

�
サ
ン
ド
ー
ム
と
壱
岐
島

荘
を
分
離
し
て
公
募
し
て
は
。

�
壱
岐
島
荘
は
施
設
が
老

朽
化
し
て
お
り
、
公
募
す
る

な
ら
整
備
後
と
判
断
し
た
。

�
サ
ン
ド
ー
ム
は
民
間
で

経
営
し
て
は
。

�
態
勢
的
に
民
間
に
公
募

で
き
る
状
況
で
な
か
っ
た
。

�
サ
ン
ド
ー
ム
・
壱
岐
島

荘
の
管
理
計
画
、
経
営
改
善

等
の
検
討
は
さ
れ
た
か
。

�
十
八
年
度
予
算
編
成
で

改
善
計
画
を
実
施
し
た
が
、

今
後
の
運
営
は
地
元
協
議
と

の
制
限
で
非
常
に
厳
し
い
。

十
分
な
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

�
公
務
員
を
代
表
者
と
し

た
組
織
の
指
定
は
法
に
違
反

し
な
い
か
。

�
指
定
管
理
者
制
度
は
行

政
処
分
の
一
つ
で
、
請
負
に

は
当
た
ら
な
い
た
め
、
兼
業

禁
止
規
定
の
適
用
を
受
け
な

い
。�

非
公
募
は
条
例
第
二
条

に
違
反
し
な
い
か
。

�
条
例
第
六
条
の
公
募
を

行
わ
な
い
合
理
的
理
由
の
条

項
に
基
づ
き
実
施
し
た
。

�
芦
辺
浦
の
下
水
道
処
理

整
備
計
画
は
、
今
後
五
年
間

の
方
向
性
が
決
定
さ
れ
た
の

辺
地
に
係
る
総
合

整
備
計
画
の
策
定

（
二
十
二
年
ま
で
）

か
。�

十
八
年
度
で
瀬
戸
浦
地

区
、
中
央
処
理
場
を
建
設
後
、

芦
辺
地
区
に
進
む
計
画
の
中

で
、
計
画
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
加
入
率
や
同
意
率
を

正
確
に
把
握
し
て
か
ら
決
定

す
る
。

つめたくて気持ちいいよ！（サンドームにて）

集落排水整備事業の処理場用地（つばさ西側付近）
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６月補正予算

（解体事前調査始まる）
主要事業一覧

旧公立病院解体工事
1,200

周辺建物事前調査委託費

海岸漂着ゴミ処理委託 200

芦辺漁業集落環境整備事業 1,426

２１世紀まちづくり推進総合支援事業　

壱岐北部海洋性公園プロデュース事業 1,000

スポーツ合宿のまちづくり事業 200

イルカパーク整備事業（イルカ購入　４頭） 1,135

市道維持補修工事 231

道路改良事業（単独事業）
9,751

市道小改良事業　１９路線

消防施設整備

防火水槽新設工事　１基 1,818

消防ポンプ自動車導入　１台

校舎等改修事業（小学校） 1,326

県養護学校分教室設置等

校舎等改修事業（中学校） 4,500

校舎耐震優先度調査委託
900

中学校１０校

給食センター備品購入 199

農地及び農業用施設災害復旧事業 1,107

特別会計 （万円）

国民健康保健事業 35

介護保険事業 546

簡易水道事業 7,812

下水道事業 △ 1,906

芦辺港ターミナルビル事業 400

一般会計 （万円）

一般会計６月補正 2 億 8,180 万円

予算総額 213 億 7,380 万円

特別会計６月補正 6,887 万円

予算総額 133 億 9,549 万円

合計６月補正 3 億 5,067 万円

予算総額 347 億 6,929 万円

６月補正予算内訳６月補正予算内訳�

一般会計予算内訳一般会計予算内訳�

総務費 1,558

民生費 556

商工費�
　2,480

土木費 10,252

教育費 7,125

災害復旧費　1,107

消防費 1,815

農林水産業費�
　　1,631

衛生費 1,650

一般会計�
６月補正予算�
2億8,180万円�

議会費 18,809

総務費 228,100

衛生費 204,445 

農林水産業費　302,489

労働費 16 

災害復旧費�
1,616

教育費�
298,357

公債費 350,133

諸支出金　5,425
予備費 900

商工費 36,089 

消防費�
73,228

土木費 185,258

民生費�
432,51018年度予算�

一般会計�
予算総額�

213億7,380万円�

［万円］�

［万円］�



請願 陳情 意見書 コーナー請願 陳情 意見書 コーナー

採

択

漁業集落環境整備事業による
造成地の早急な整備に関する請願

○提出者　　壱岐市芦辺町瀬戸浦会

会長　大久保　泰征　外１３名

○紹介議員　壱岐市議会議員　町田　正一

同　　　　深見　義輝

採

択

義務教育費国庫負担制度の
堅持に関する陳情

○提出者　　長崎県教職員組合　壱岐総支部

総支部長　野本　幸広

継
続
審
査

高齢者へのタクシー料金割引券
交付に関する陳情

○提出者　　壱岐地区タクシー協会

協会長　中野　一文

意
見
書

「義務教育費国庫負担制度の堅持に
関する意見書」を内閣総理大臣ほか
関係機関へ送付しました。

○提出者　　壱岐市議会議員　鵜瀬　和博

○賛成者　　壱岐市議会議員　町田　光浩

同　　　　坂本　拓史

不
採
択

一級市道能尻線及び
一級市道江角諸津線改良工事の
早期採択施工に関する請願

○提出者　　能尻江角諸津線改良整備促進協議会
会長（箱崎江角公民館長）久原　康裕

外５名　

○紹介議員　壱岐市議会議員　深見　義輝
同　　　　町田　正一
同　　　　町田　光浩

不採択の理由
本件、請願にかかる路線についての重要性は認

識するところであり、市においても一部区間の整
備計画に着手されている状況にある。しかしなが
ら議会として、個別路線の整備計画に介入するこ
とは、市の道路計画全般に公平性を欠く恐れがあ
るとのことから、不採択すべきものとなった。

不
採
択

患者・国民負担増の
「医療制度改革関連法案」反対の
意見書採択を求める陳情

○提出者　　長崎県社会保障推進協議会
会長　哲翁　昭邦

不採択の理由
今回の法案は、高齢者の患者医療費の負担増や

新たな高齢者医療制度の創設、保険者を市町村単
位から県単位へ再編・統合などであるが、進行す
る高齢化社会へ対応し、増え続ける医療費の抑制
を図り、医療保険財政の健全化を確保するためで
あり、法制定は止むを得ないと思われる。

不
採
択

最低賃金制度の改正を求める陳情

○提出者　長崎県春闘共闘会議　議長　吉岡　賢

不採択の理由
地域の実情を勘案せずに最低賃金を引き上げる

ことによって、企業経営を圧迫する恐れがあり、
ひいては雇用情勢に及ぼす影響も憂慮される。

07 いき　議会だより　2006年第10号

早急な整備と有効活用を！（ダイエー西側の市有地）
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な
方
々
も
お
ら
れ
る
の
で
、

団
塊
の
方
々
の
呼
び
込
み
ツ

ア
ー
等
の
企
画
も
立
ち
上
げ

て
は
。�

長
田
市
長

地
域
再
生
の
絶
好
の
機
会

と
と
ら
え
、
地
域
活
性
化
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
合
窓
口
を
設
置
し
、「
田

舎
暮
ら
し
情
報
」
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

発
信
や
「
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
広
報
紙
に
よ
る
情
報

収
集
、
ま
た
、
島
外
の
壱
岐

人
会
に
も
働
き
か
け
、
担
当

を
置
き
、
専
門
分
野
を
入
れ

た
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
と

協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
と
再
生
を
目
指

す
計
画
で
あ
る
。
受
け
入
れ

先
と
な
る
農
協
・
漁
協
等
の

関
係
団
体
や
地
域
住
民
の
連

携
が
必
要
。
ツ
ア
ー
は
観
光

協
会
が
主
と
な
っ
て
や
れ
ば
、

大
い
に
応
援
す
る
。

久
間
　
初
子
議
員

�
団
塊
だ
ん
か
い

の
世
代

来
年
か
ら
定
年
を
迎
え
る

団
塊
の
世
代
、
約
七
百
万
人

に
対
し
て
、
「
癒い
や

し
の
島
、

新
鮮
な
海
の
幸
・
山
の
幸
、

健
康
で
長
生
き
、
自
給
自
足

の
出
来
る
島
」
を
他
の
自
治

体
よ
り
一
日
も
早
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
定
住
促
進
を
図
り
、

壱
岐
を
全
国
一
の
福
祉
の
島

と
し
て
発
信
す
べ
き
。
そ
の

た
め
に
も
、
市
有
地
を
宅
地

と
し
て
売
却
や
無
償
貸
与
を

す
る
等
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

募
集
す
れ
ば
、
人
口
が
増
え
、

若
者
の
働
く
場
所
も
出
来
、

島
の
経
済
が
潤
い
、
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
。
豊
富
な
知

識
と
人
生
経
験
を
持
つ
優
秀

Ｕターンで養鶏を営まれている奥田さん
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近
藤
　
団
一
議
員

事
務
の
効
率
化
と

�
行
政
経
費
の
改
善

今
、
ど
こ
も
行
政
改
革
に

血
眼
ち
ま
な
こ

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

首
長
が
就
任
一
年
目
で
職
員

を
五
�
削
減
し
た
所
も
あ
れ

ば
、
数
年
間
で
一
〇
〜
二
〇

�
の
目
標
を
掲
げ
、
早
く
も

達
成
し
た
市
町
村
も
あ
る
の

で
は
。
職
員
削
減
だ
け
が
改

革
と
は
言
わ
な
い
が
、
出
来

て
い
る
・
出
来
て
い
な
い
市

町
村
の
差
は
何
か
。
首
長
の

意
識
、
部
課
長
・
職
員
の
意

識
の
差
で
は
な
い
の
か
。

「
無
理
で
す
、出
来
ま
せ
ん
。」

で
は
な
く
、
い
か
に
し
た
ら

出
来
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

改
革
に
つ
な
が
る
。
一
例
と

し
て
、
郵
便
局
の
配
達
員
に

よ
れ
ば
、
相
変
わ
ら
ず
番
地

や
宛
名
違
い
が
よ
く
あ
る
と

い
う
。
返
送
さ
れ
た
文
書
の

処
理
や
再
発
送
に
ど
れ
だ
け

手
数
が
い
る
か
。
ミ
ス
を
防

ぐ
チ
ェ
ッ
ク
体
制
改
善
で
相

当
の
事
務
処
理
が
減
る
の
で

は
。�

長
田
市
長

現
在
、
職
員
・
市
民
の
意

識
改
革
も
出
来
て
い
な
い
と

察
し
て
い
る
。
一
番
に
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
行
政

で
あ
る
。
同
じ
間
違
い
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
常
々

指
導
し
て
い
る
が
、「
市
民

は
お
客
様
」
と
い
う
気
持
ち

で
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し

な
い
よ
う
に
今
後
も
再
度
徹

底
・
指
導
し
て
い
く
。
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生

む
べ
き
形
で
、
今
後
、
活
性

化
に
向
け
て
努
力
す
る
。

本庁事務室の様子
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渉
は
。�

長
田
市
長

①
医
師
経
験
者
が
適
任
と
思

う
が
難
し
い
。
民
間
も
含
め
、

最
大
限
努
力
す
る
。

②
抜
本
的
な
改
善
策
と
し
て
、

人
件
費
の
抑
制
を
含
め
、
経

費
全
般
の
見
直
し
を
図
る
。

一
日
も
早
く
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
よ
う
な
経
営
に
努
め
る
。

③
院
内
給
食
は
、
他
の
病
院

の
状
況
も
精
査
す
る
。
管
理

業
務
は
一
体
と
し
た
管
理
体

系
の
た
め
、
島
外
の
一
社
と

契
約
中
、
細
分
化
は
難
し
い
。

今
後
は
検
証
し
、
安
全
・
安

心
の
医
療
を
行
う
た
め
に
も

検
討
す
る
。

④
今
後
も
啓
蒙

け
い
も
う

・
推
進
を
図

る
。

⑤
今
後
、
病
院
事
業
運
営
審

議
会
で
検
討
し
、
方
向
性
を

見
出
す
。

⑥
粘
り
強
く
長
期
派
遣
の
交

渉
を
重
ね
、
医
師
が
い
な
い

状
況
は
絶
対
に
避
け
た
い
。

�
助
役
二
人
制
を

厳
し
い
行
財
政
の
中
、
活

性
化
を
図
る
た
め
、
収
入
役

を
廃
止
し
、
助
役
を
外
務
、

内
務
二
人
制
と
し
、
健
全
な

行
政
を
目
指
す
べ
き
。

�
長
田
市
長

合
併
後
、
大
事
な
時
期
で

あ
り
、
充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ

の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、

検
討
し
た
い
。

市
の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
変

更
し
て
い
く
か
検
討
す
る
。

②
授
業
料
は
県
下
で
最
も
安

い
。
値
上
げ
は
保
護
者
と
相

談
し
、
検
討
す
る
。

③
交
付
金
の
削
減
を
保
育
料

へ
の
転て

ん

嫁か

は
如
何
な
も
の
か
。

�
環
境
問
題

①
自
動
販
売
機
数
と
空
き
缶

入
れ
の
設
置
状
況
。
設
置
業

者
と
の
協
議
状
況
。

②
回
収
委
託
料
と
洗
浄
経
費
。

③
処
理
業
者
の
引
き
取
り
価

格
と
今
後
の
見
通
し
。

④
啓け
い

蒙も
う

活
動
を
ど
の
様
に
行

う
の
か
（
自
治
会
・
公
民
館

の
助
成
金
と
リ
サ
イ
ク
ル
指

導
員
報
酬
の
見
直
し
、
各
種

団
体
の
自
立
促
進
）。

�
長
田
市
長

①
七
百
二
十
台
。
空
き
缶
入

れ
の
設
置
は
、
メ
ー
カ
ー
管

理
分
は
依
頼
済
。
商
店
管
理

分
は
今
後
お
願
い
す
る
。

②
回
収
委
託
、
百
五
十
万
円
。

洗
浄
、
二
百
八
十
万
円
。

③
ア
ル
ミ
缶
、
百
七
十
六
・

五
円
／
�
・
ス
チ
ー
ル
缶
、

十
六
・
五
円
／
�
。
安
定
し

た
売
却
価
格
見
込
み
。

④
学
校
・
公
民
館
・
島
内
一
斉

清
掃
で
啓
蒙
活
動
。ポ
イ
捨
て

の
常
習
場
所
に
警
告
板
設
置
。

病
院
と
福
祉
業

�
務
の
連
携

市
民
病
院
に
※
医
療
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
地

域
医
療
相
談
室
の
設
置
を
。

�
長
田
市
長

設
置
は
必
要
。
計
画
し
て

い
る
。

今
西
　
菊
乃
議
員

�
少
子
化
対
策

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
、

①
預
か
り
保
育
と
幼
保
一
元

化
の
推
進
と
は
、「
認
定
こ

ど
も
園
」
を
設
立
す
る
こ
と

か
。
子
育
て
支
援
対
策
と
し

て
も
是
非
取
り
組
む
べ
き
。

②
授
業
料
（
幼
稚
園
）
・
保

育
料
の
見
直
し
・
保
育
料
の

統
一
と
あ
る
が
助
成
す
べ
き

で
は
。

③
僻へ
き

地ち

保
育
所
の
交
付
金
削

減
に
対
す
る
対
応
は
。

�
長
田
市
長

①
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
で

保
育
所
運
営
も
変
化
す
る
。

僻
地
保
育
所
も
絡
ん
で
く
る
。

市
山
　
　
繁
議
員

病
院
事
業
の
改
革
と
改

�
善
、
全
般
的
な
覚
醒
か
く
せ
い

策

①
管
理
者
選
任
の
市
長
の
真

意
と
進
捗
状
況
は
。

②
十
八
年
度
予
算
で
は
累
積

赤
字
が
十
五
億
円
に
も
達
す

る
が
、
次
年
度
の
予
算
編
成

と
赤
字
解
消
計
画
は
。

③
院
内
給
食
医
療
業
務
・
設

備
維
持
管
理
業
務
委
託
は
島

内
業
者
で
。

④
市
職
員
の
人
間
ド
ッ
ク
は

市
民
病
院
で
の
受
診
を
推
進

す
べ
き
。

⑤
か
た
ば
る
病
院
の
国
の
補

助
金
が
三
年
後
に
は
皆か
い

無む

と

な
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

⑥
医
師
の
派
遣
が
短
期
の
た

め
、
患
者
か
ら
の
信
頼
が
懸

念
さ
れ
る
。
長
期
派
遣
の
交

※
医
療
を
必
要
と
す
る
人
が
か
か
え

る
経
済
的
、
心
理
的
、
社
会
的
問

題
や
、
社
会
復
帰
な
ど
に
つ
い
て

援
助
・
協
力
す
る
専
門
家
の
こ
と
。

�
か
た
ば
る
病
院

空き缶の洗浄状況（「結」にて）
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中
村
出
征
雄
議
員

ス
ク
ー
ル
バ
ス

�
廃
止

①
市
の
行
革
プ
ラ
ン
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
廃
止
と
あ
る
が
、

学
校
の
統
廃
合
で
必
要
な
地

域
は
む
し
ろ
拡
充
す
べ
き
。

②
廃
止
す
る
こ
と
に
よ
り
市

の
負
担
が
軽
減
と
あ
る
が
、

国
の
交
付
税
が
減
額
と
な
り
、

負
担
減
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

�
長
田
市
長

①
こ
れ
ま
で
の
歴
史
的
経
緯

を
尊
重
し
、
統
廃
合
ま
で
の

間
、
こ
の
ま
ま
継
続
す
る
。

②
負
担
軽
減
に
は
な
ら
な
い
。

透
析
医
・
室
の

�
環
境
改
善

ま
た
、
乳
幼
児
に
係
る
一

連
の
当
該
業
務
を
統
合
さ
せ
、

一
貫
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
部
署
を
新
設
す

べ
き
。
な
お
、
今
年
度
か
ら

全
幼
稚
園
で
預
か
り
保
育
が

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校

給
食
を
活
用
で
き
な
い
か
。

�
長
田
市
長

幼
保
一
元
化
に
向
け
、

「
認
定
こ
ど
も
園
」の
法
施
行

も
含
め
、
平
成
十
九
年
度
よ

り
試
験
的
構
想
と
考
え
た
い
。

給
食
は
検
証
し
、
出
来
れ

ば
取
り
組
み
た
い
。

�
須
藤
教
育
長

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
実

施
方
法
で
、
現
在
、
全
国
で

三
十
五
ヶ
所
が
試
行
し
て
い

る
。
幼
保
一
元
化
に
向
け
、

保
育
所
部
局
と
今
後
検
討
し

た
い
。
幼
保
の
機
能
を
統
一

し
た
施
設
の
導
入
が
必
要
な

ら
実
施
す
べ
き
。

統
廃
合
の

�
基
本
計
画
は

児
童
、
生
徒
数
の
激
減
は

学
校
の
管
理
運
営
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
小
中
一
貫
、

隣
接
等
効
率
的
な
統
廃
合
を

視
野
に
入
れ
、
叩
き
台
と
な

る
基
本
計
画
を
、
早
く
市
民

に
提
供
し
、
世
論
の
醸
成
を

図
る
べ
き
。

�
須
藤
教
育
長

小
中
一
貫
の
文
教
地
区
的

発
想
は
現
時
点
で
は
少
し
時

間
が
か
か
る
。
ま
ず
は
、
中

学
校
を
統
廃
合
し
、
そ
の
後

小
学
校
に
取
り
組
む
。
懇
談

会
的
組
織
を
設
け
、
多
く
の

意
見
を
収
集
し
た
い
。

①
市
民
病
院
の
透
析
専
門
医

が
今
年
十
月
で
引
き
上
げ
と

な
る
。
壱
岐
で
の
透
析
を
夢

見
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
多

く
、
患
者
家
族
の
思
い
は
筆

舌
に
尽
く
し
が
た
い
。
後
任

は
。

②
透
析
室
の
手
洗
い
の
お
湯

が
出
な
い
と
の
苦
情
が
あ
る

が
。�

長
田
市
長

①
数
回
と
な
く
従
来
通
り
常

勤
を
要
請
し
た
が
、
大
学
医

局
か
ら
医
師
不
足
の
た
め
、

十
月
以
降
非
常
勤
体
制
で
週

一
回
と
さ
れ
た
。
現
在
、
各

方
面
に
お
願
い
し
、
医

師
の
確
保
に
努
力
し
て

い
る
。

②
安
全
性
を
考
慮
し
対

応
す
る
。市

民
病
院
の

�
経
営
改
善
策

①
病
院
内
外
の
連
携
を

図
る
部
署
（
医
療
相
談

員
等
）
の
配
置
及
び
訪
問
看

護
を
実
施
し
て
は
。

②
午
後
の
外
来
、
土
曜
午
前

の
診
療
は
。
少
な
く
と
も
リ

ハ
ビ
リ
は
可
能
で
は
。

�
長
田
市
長

①
要
員
配
置
は
七
月
一
日
に

実
施
予
定
。

ま
た
、
訪
問
看
護
の
実
施

は
、
既
に
民
間
で
運
営
し
て

い
る
の
で
、
そ
の
施
設
と
の

連
携
を
図
る
。

②
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
・
大
学
医
局
と
の
条
件
等

も
あ
り
、
難
し
い
面
も
あ
る

が
、
今
後
、
可
能
な
限
り
努

力
す
る
。

小
金
丸
益
明
議
員

乳
幼
児
教
育
の

�
方
向
性
は

保
育
と
幼
児
教
育
が
柔
軟

に
融
合
し
、
全
て
の
子
供
に

提
供
さ
れ
て
こ
そ
平
等
で
あ

り
、
当
然
受
け
る
べ
き
権
利

で
も
あ
る
。「
※
認
定
こ
ど

も
園
」
の
制
度
が
施
行
さ
れ

る
が
、
幼
保
一
元
化
に
対
す

る
市
の
方
向
性
は
。

※
幼
稚
園
と
保
育
所
を
一
体
化
し

た
総
合
施
設
。
入
園
条
件
は
幼

稚
園
同
様
、
保
護
者
が
就
労
し
て

い
る
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
。
〇
〜

五
歳
児
が
対
象
。
子
供
の
預
か
り

時
間
は
保
育
所
並
み
の
八
時
間
。

みんなで食べるとおいしいね！（石田幼稚園）

スクールバス（石田支所駐車場にて）
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大
久
保
洪
昭
議
員

�
墓
地
の
新
設

違
法
と
さ
れ
て
い
る
個
人

墓
地
新
設
は
、
取
り
分
け
壱

岐
市
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

回
覧
の
中
で
、「
墓
地
以
外

へ
の
墳
墓
新
設
禁
止
」
と
あ

る
が
、
例
え
ば
、
墓
地
に
隣

接
し
て
自
己
の
所
有
地
が
あ

る
場
合
、
こ
れ
は
雑
種
地
あ

る
い
は
原
野
と
か
、
墓
地
以

外
に
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も

見
な
し
墓
地
、
そ
う
取
り
扱

う
こ
と
も
出
来
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。
ま
た
、
霊
園
を
建

設
す
る
考
え
は
。

�
長
田
市
長

個
人
で
墓
地
以
外
の
土
地

当
量
の
消
費
が
さ
れ
て
く
る
。

併
せ
て
、
市
内
で
は
二
千
五

百
七
十
八
本
の
地
下
水
に
依

存
し
て
い
る
が
、
昨
年
の
地

震
等
に
よ
る
影
響
も
あ
り
、

年
々
水
位
が
下
降
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

①
こ
の
よ
う
な
中
に
、
勝

本
・
芦
辺
境
の
国
分
採
石
場

跡
地
の
有
効
活
用
が
良
策
と

し
て
譲
渡
交
渉
さ
れ
た
が
、

市
の
提
示
価
格
六
千
八
百
万

円
で
は
成
立
で
き
な
か
っ
た
。

貯
水
池
の
鑑
定
は
妥
当
だ
っ

た
の
か
。

②
本
貯
水
池
を
産
業
廃
棄
物

の
処
分
場
に
し
た
い
旨
の
文

書
が
来
た
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
見
解
を
。
市
民
の

願
い
で
も
あ
る
水
資
源
の
確

保
を
。�

長
田
市
長

①
水
資
源
に
つ
い
て
は
、
今

の
と
こ
ろ
大
丈
夫
で
あ
る
が
、

地
下
水
は
目
に
見
え
な
い
の

で
将
来
的
に
は
必
要
と
思
う
。

採
石
場
跡
地
の
貯
水
池
の
譲

渡
交
渉
に
つ
い
て
は
、
不
動

産
鑑
定
士
と
相
談
し
、
算
出

し
た
。
し
か
し
、
相
手
方
の

提
示
額
「
五
億
五
千
万
円
」

と
の
開
き
は
と
て
も
追
い
つ

け
る
も
の
で
は
な
い
と
断
念

し
た
。

②
以
前
、
採
石
場
跡
地
に
福

岡
の
業
者
に
よ
る
産
業
廃
棄

物
の
中
間
処
理
施
設
の
こ
と

で
来
庁
さ
れ
た
が
、
現
在
は

保
留
状
況
。

に
新
た
な
墓
石
を
建
て
る
こ

と
は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
い

る
の
で
、
回
覧
に
て
周
知
し

た
。宗

教
法
人
が
設
置
し
て
い

る
霊
園
並
び
に
納
骨
堂
の
実

態
調
査
を
準
備
中
。
何
か
方

策
が
な
い
か
精
査
す
る
。

�
観
光
施
設
整
備

①
城
山
展
望
台
解
体
は
地
元

観
光
関
係
者
に
対
す
る
市
側

の
対
応
・
説
明
に
不
備
は
な

か
っ
た
の
か
。

②
勝
本
朝
市
裏
の
公
衆
ト
イ

レ
は
狭き
ょ
う

隘あ
い

で
あ
り
、
衛
生

面
で
も
非
常
に
問
題
が
あ
る
。

隣
接
の
消
防
格
納
庫
と
併
せ

て
早
急
な
改
善
を
。

�
須
藤
教
育
長

①
去
る
五
月
八
日
に
地
元
の

方
と
話
し
合
い
を
行
い
、
そ

の
後
文
化
庁
と
も
、
具
体
的

な
話
を
し
て
い
る
。
今
後
、

修
復
へ
向
け
て
対
応
し
て
い

く
。�

長
田
市
長

②
平
成
十
九
年
度
の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
に
お
い
て
、

勝
本
浦
の
街
な
み
景
観
に

マ
ッ
チ
し
た
建
物
と
し
て
改

修
す
る
予
定
。
場
所
の
変
更

も
含
め
て
検
討
す
る
。

豊
坂
　
敏
文
議
員

水
源
確
保
は

�
急
務

行
政
の
役
割
と
し
て
、

「
水
資
源
の
確
保
」
は
重
策

で
あ
る
。
近
い
将
来
に
お
い

て
農
業
用
水
、
水
道
事
業
、

そ
し
て
下
水
道
事
業
等
に
相

採石場跡地（勝本町片山触）

�
立
入
禁
止
と
な
っ
て
い
る
展
望
台
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瀬
戸
口
和
幸
議
員

補
助
金
等
の

�
見
直
し

十
八
年
度
予
算
で
補
助
金

は
全
体
的
に
一
律
一
〇
�

程
度
削
減
さ
れ
て
い
る
。
十

九
年
度
か
ら
二
十
年
度
予
算

で
は
一
律
カ
ッ
ト
で
は
な
く
、

事
業
等
の
必
要
性
の
観
点
か

ら
精
査
し
て
、
補
助
金
等
検

討
委
員
会
の
十
八
年
度
か
ら

三
ヶ
年
で
二
〇
�
以
上
削
減

と
い
う
答
申
の
趣
旨
に
沿
う

よ
う
に
編
成
す
べ
き
。

�
長
田
市
長

補
助
金
等
検
討
委
員
会
の

提
言
を
受
け
、
適
正
な
補
助

金
の
交
付
執
行
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
補
助
金
交
付

の
メ
ニ
ュ
ー
を
出
し
合
い
、

離
島
初
の
博
覧
会
を
開
催
し

て
は
。�

長
田
市
長

島
外
か
ら
壱
岐
の
島
に
目

を
向
け
て
い
た
だ
く
た
め
の

非
常
に
面
白
い
企
画
で
あ
り
、

今
後
参
考
に
す
る
。

�
須
藤
教
育
長

是
非
取
り
組
み
た
い
。

特
養
ホ
ー
ム
の

�
建
て
替
え

老
朽
化
し
て
い
る
特
養

ホ
ー
ム
は
、
何
を
さ
て
お
い
て

も
建
て
替
え
る
必
要
が
あ
る
。

�
長
田
市
長

た
し
か
に
老
朽
化
が
ひ
ど

く
、
早
急
に
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
国
・
県
の
動
向

も
見
据
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

�
漁
業
振
興
策

①
壱
岐
近
海
で
イ
ル
カ
を
捕

獲
し
て
、
全
国
の
水
族
館
に

販
売
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

イ
ル
カ
パ
ー
ク
で
は
、
ト
レ
ー

ナ
ー
も
い
る
こ
と
か
ら
、
一

年
程
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
れ
ば

付
加
価
値
が
付
く
の
で
は
。

②
以
前
、
前
向
き
に
対
応
を

約
束
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
船

の
廃
船
処
理
の
、
そ
の
後
の

対
応
状
況
は
。

�
長
田
市
長

①
水
産
庁
に
要
請
を
し
て
い

る
が
、
科
学
的
根
拠
を
示
さ

な
け
れ
ば
許
可
が
出
な
い
。

現
在
、
捕
獲
枠
取
得
に
向
け

て
資
源
量
の
調
査
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。

②
各
漁
協
に
も
周
知
を
し
て

い
る
が
、
現
在
、
ど
こ
の
漁

協
か
ら
も
要
望
が
な
い
状
況
。

基
準
を
定
め
た
。
市
の
施
策

推
進
、
公
益
性
、
交
付
団
体

等
の
運
営
の
的
確
性
を
検
証

し
、
運
営
費
・
事
業
費
の
補

助
限
度
率
を
定
め
、
交
付
額

及
び
期
間
を
決
定
。
ま
た
、

国
・
県
の
補
助
を
伴
う
も
の

は
内
容
を
検
討
し
て
補
助
率

を
決
定
し
た
。
今
後
は
厳
し

い
財
政
の
中
、
市
民
・
議
会

の
意
見
を
聞
き
、
補
助
金
の

見
直
し
、
公
平
性
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

防
災
危
険
箇
所

�
マ
ッ
プ

津
波
及
び
土
砂
災
害
の
被

災
地
域
が
図

示
さ
れ
て
い

る
が
、
市
民

の
防
災
意
識

の
向
上
と
い

う
観
点
か
ら
、

将
来
的
に
は

各
種
災
害
の

発
生
メ
カ
ニ

ズ
ム
、
対
処

要
領
等
を
網

羅
し
た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
・
配
布
し
て
は
。
災
害

の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
時
、

ま
た
は
発
生
し
た
時
の
行
政

と
し
て
の
対
処
要
領
は
体
系

化
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
訓

練
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

�
長
田
市
長

災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
作

成
・
公
表
し
、
災
害
の
対
処

方
法
や
注
意
事
項
は
市
の
広

報
に
よ
り
市
民
へ
知
ら
せ
て

い
く
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

今
後
も
検
討
す
る
。

町
田
　
正
一
議
員

離
島
初
の

�
博
覧
会
を

平
成
二
十
一
年
に
完
成
予

定
の
一
支
国
博
物
館（
仮
称
）

の
開
館
に
合
わ
せ
、
長
崎
の

「
さ
る
く
博
」
の
よ
う
に
、

食
と
歴
史
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

※
パ
ビ
リ
オ
ン
の
な
い
、
市

民
と
行
政
が
協
力
し
、
種
々イルカはともだち！

長崎県総合防災訓練（Ｈ１８．５．２８ 鎌崎埋立地）

※
博
覧
会
な
ど
の
、
仮
設
の
展
示

館
の
こ
と
。
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音
嶋
　
正
吾
議
員

�
市
長
の
政
治
姿
勢

①
就
任
三
年
目
を
迎
え
る
が
、

選
挙
公
約
の
位
置
付
け
は
い

か
に
。
ま
た
、
実
現
に
向
け

て
の
今
後
の
取
り
組
み
と
、

今
日
ま
で
の
自
己
評
価
は
。

②
今
日
の
壱
岐
市
の
経
済
状

況
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

緊
急
経
済
対
策
を
前
倒
し
し

て
行
う
考
え
が
有
る
か
、
否

か
。

③
各
壱
岐
人
会
と
壱
岐
市
経

済
界
、
市
議
会
、
各
種
団
体
、

市
職
員
幹
部
と
の
※
１
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
壱
岐
市
で
開
催
し
て

は
。

④
市
長
と
し
て
の
長
田
カ

ラ
ー
と
は
何
か
。
明
ら
か
に

す
べ
き
。

の
そ
の
後
の
検
討
結
果
は
。

②
体
育
施
設
の
管
理
運
営
及

び
誘
致
の
窓
口
等
を
統
一
し
、

ス
ポ
ー
ツ
課
の
設
置
を
。

③
行
財
政
改
革
や
情
報
発
信
、

市
長
の
施
策
推
進
の
た
め
、

全
庁
的
調
整
を
含
め
た
政
策

企
画
部
の
設
置
を
。

④
団
塊
の
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
誘
致
課
の
設
置
は
。

⑤
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
今
後

市
の
方
向
性
を
決
め
る
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
簡
単
に
撤

回
す
る
と
は
、
こ
の
計
画
細

部
を
各
部
・
課
・
支
所
等
か

ら
の
意
見
集
約
・
精
査
の
結

果
か
。

⑥
県
は
必
要
な
施
策
や
事
業

を
的
確
に
取
り
組
む
た
め
に

新
組
織
に
な
っ
た
が
、
国
の

指
針
を
受
け
、
今
後
い
つ
ま

で
に
ど
ん
な
組
織
に
す
る
の

か
。�

長
田
市
長

①
議
員
の
意
見
に
同
感
。
壱

岐
市
に
な
じ
む
か
、
国
の
方

針
次
第
で
は
設
置
は
可
能
。

②
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
で
教
育

委
員
会
と
定
め
、
専
門
的
見

地
か
ら
現
体
制
で
い
く
。

③
特
定
事
業
の
円
滑
な
推
進

の
た
め
常
設
の
考
え
は
な
い
。

④
当
面
は
総
務
部
政
策
企
画

課
で
対
応
す
る
。

⑥
原
の
辻
関
連
事
業
推
進
の

た
め
、
県
と
連
携
し
、
庁
内

横
断
的
に
総
務
部
原
の
辻
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
を
設
置
。
今

後
も
県
組
織
体
制
に
関
し
、

取
入
れ
て
い
き
た
い
。

�
須
藤
教
育
長

②
ス
ポ
ー
ツ
を
壱
岐
・
地
域

の
活
性
化
の
手
段
と
し
て
理

解
し
、
課
設
置
の
思
案
は
あ

る
が
現
実
化
し
て
い
な
い
。

�
松
本
総
務
部
長

⑤
各
部
、
各
課
で
行
政
改
革

大
綱
改
定
に
合
わ
せ
、
具
体

的
な
実
施
項
目
を
検
討
協
議

し
、
作
成
し
た
。

⑤
急
務
に
選
任
の
必
要
性
を

主
張
さ
れ
た
、
市
民
病
院
管

理
者
選
任
の
行
方
は
。

�
長
田
市
長

①
公
約
で
あ
る
人
口
減
少
の

歯
止
め
、
行
財
政
改
革
実
現

の
た
め
、
農
業
・
漁
業
及
び

観
光
の
振
興
を
図
り
、
企
業

誘
致
に
よ
る
地
域
再
生
を
推

進
す
る
た
め
、
長
崎
県
福
岡

事
務
所
へ
職
員
を
派
遣
し
、

壱
岐
の
売
り
込
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
十

月
か
ら
特
別
職
の
報
酬
十
�

カ
ッ
ト
・
管
理
職
手
当
一
部

カ
ッ
ト
。

②
本
市
で
は
い

ま
だ
先
行
き
が

見
え
ず
、
厳
し

い
状
況
で
あ
る

が
、
景
気
対
策

に
は
財
源
の
許

す
限
り
全
力
で

取
り
組
む
。

③
今
年
は
各
壱

岐
人
会
の
総
会

に
担
当
職
員
と
共
に
出
向
き
、

企
業
誘
致
・
物
産
販
路
拡

大
・
観
光
の
振
興
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
す
る
。
壱
岐

で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
は

今
後
検
討
す
る
。

④
十
年
・
二
十
年
後
に
「
合

併
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
わ

れ
る
よ
う
均
衡
あ
る
発
展
を

目
指
し
、
市
民
本
位
の
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
む
。

⑤
早
急
に
管
理
者
の
確
保
に

努
め
る
。
ま
た
、
医
師
確
保

に
つ
い
て
も
※
２
不
退
転
の

気
持
ち
で
努
力
す
る
。

鵜
瀬
　
和
博
議
員

柔
軟
で
機
能
的
な

�
組
織
を

行
政
需
要
の
多
種
多
様
化
、

専
門
化
の
中
、
住
民
ニ
ー
ズ

や
利
便
性
の
た
め
、
わ
か
り

や
す
い
組
織
に
。

①
子
ど
も
課
、
お
年
寄
り
課

※
１
　
公
開
の
討
論
会
の
こ
と
。

※
２
　
志
を
か
た
く
保
持
し
て
、
何

事
に
も
屈
し
な
い
こ
と
。

ＮＥＣバレー教室（Ｈ１７．１１．９ 大谷体育館）

関西壱岐の会との意見交換会（Ｈ１８．７．１ 京都市）
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久
間
　
　
進
議
員

�
市
営
住
宅

現
在
の
市
営
住
宅
で
は
、

若
者
も
含
め
五
十
歳
以
下
の

単
身
者
の
入
居
は
出
来
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

特
に
三
島
地
区
の
若
者
の

通
勤
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ

リ
ー
三
島
の
最
終
便
の
時
間

で
は
通
勤
不
可
能
。
民
間
の

住
宅
を
借
り
る
に
し
て
も
、

若
者
の
給
料
に
対
す
る
、
家

賃
の
占
め
る
割
合
は
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
壱
岐
で
働
く
若

者
の
現
状
を
解
決
す
る
た
め

に
次
の
二
点
を
提
言
し
た
い
。

壱
岐
市
単
独
の
住
宅
条
例

を
改
正
す
る
か
、
ま
た
は
、

特
区
制
を
設
け
て
は
。

て
早
急
な
対
応
を
。

�
長
田
市
長

建
設
場
所
の
確
保
を
早
急

に
検
討
中
。
将
来
的
に
は
、

効
率
的
な
セ
ン
タ
ー
方
式
に

す
べ
き
。

�
須
藤
教
育
長

現
在
、
建
設
用
地
の
確
保

に
苦
慮
し
、
現
段
階
で
は
確

約
出
来
な
い
。
自
校
方
式
に

も
多
く
の
利
点
は
あ
る
が
、

将
来
的
に
は
セ
ン
タ
ー
方
式

に
移
行
す
べ
き
。

※
へ
い
獣
処
理

�
施
設
建
設

二
十
四
ヶ
月
以
上
の
牛
は

家
畜
保
健
所
で
焼
却
処
分
さ

れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は

制
度
が
廃
止
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
現
在

の
埋
却
施
設
で
は
当
然
処
理

し
き
れ
な
い
。
建
設
計
画
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

�
長
田
市
長

埋
却
・
焼
却
・
一
時
貯
留

方
式
が
あ
る
が
、
施
設
地
や

コ
ス
ト
の
面
か
ら
一
時
貯
留

方
式
が
最
適
。
現
在
、
運
営

方
式
等
に
つ
い
て
農
業
団
体

等
と
協
議
中
。

郷
ノ
浦
港

�
駐
車
場

印
通
寺
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
改
修
工
事
に
伴
い
、
郷

ノ
浦
港
に
フ
ェ
リ
ー
が
着
岸

す
る
。
現
在
で
も
週
末
は
満

杯
状
態
だ
が
、
駐
車
場
確
保

は
出
来
る
の
か
。

�
長
田
市
長

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
は

近
隣
事
業
所
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

等
を
活
用
し
、
ま
た
、
元
居
ト

ン
ネ
ル
先
の
駐
車
場
を
当
て
る
。

長
期
駐
車
に
つ
い
て
は
調
査
し

て
、
対
応
す
る
。

�
長
田
市
長

三
島
地
区
の
入
居
対
策
に

つ
い
て
は
市
営
住
宅
条
例
を

基
本
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
結
果
を
踏
ま
え
、

入
居
条
件
等
を
検
討
す
る
。

若
者
の
単
身
入
居
の
条
例
化

や
構
造
改
革
特
区
の
導
入
は
、

市
営
住
宅
全
体
の
管
理
上
、

色
々
な
問
題
が
あ
る
が
、
今

後
検
討
す
る
。

田
原
　
輝
男
議
員

給
食
セ
ン
タ
ー

�
建
設

郷
ノ
浦
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
老
朽
化
が
進
み
、
衛

生
的
に
も
不
安
。
建
て
替
え

の
必
要
性
が
こ
れ
ま
で
何
度

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、

建
設
計
画
は
進
ん
で
い
る
の

か
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

計
画
と
芦
辺
町
の
自
校
方
式

の
継
続
を
含
め
て
、
市
内
給

食
セ
ン
タ
ー
の
構
想
に
つ
い

※
死
ん
だ
獣
畜（
牛
な
ど
）の
こ
と
。

印通寺港ターミナルビル仮設待合所

市営住宅として利用できるか？（壱岐文化ホール横）
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壱岐市の10施設が指定管理者制度を導入壱岐市の10施設が指定管理者制度を導入
公の施設の指定管理者制度を創設する等の地方自治法の一部を改正する法律が、平成１５年９月２日か

ら施行されました。施行日から３年間の経過措置期間中に、現在の管理委託制度から指定管理者制度に
移行する必要があります。
指定管理者制度とは、公の施設の管理に民間事業者が自ら有する専門的な手法を活用することにより、

管理経費の節減ができ、その結果、公の施設の低料金化が図られます。また、利用者の満足度を上げ、
より多くの利用者を確保しようとする民間事業者の発想を取り入れることで、利用者に対するサービス
向上が期待できます。

施 設 名 壱岐市自動車教習所
団 体 名 株式会社　共立自動車学校
代 表 者 代表取締役　長島　正
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 壱岐高等職業訓練校
団 体 名 職業訓練法人壱岐高等職業訓練協会
代 表 者 会長　長岡　尚芳
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 サンドーム壱岐
団 体 名 財団法人壱岐市開発公社
代 表 者 理事長　長田　徹
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 壱岐市シーサイド小水浜
団 体 名 壱岐学友会
代 表 者 会長　下条　正文
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 筒城浜ふれあい広場
団 体 名 石田町観光協会
代 表 者 会長　赤木　英機
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 壱岐市国民宿舎壱岐島荘
団 体 名 財団法人壱岐市開発公社
代 表 者 理事長　長田　徹
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１
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市職員の給与及び特殊勤務手当に関する条例の一部改正
壱岐市職員の特殊勤務手当等の見直し内容

(単位：万円)

市職員の給与及び特殊勤務手当に関する条例の一部改正

手　当　の　名　称 支給対象職員数 改正の内容 見直し効果
収 入 役 職 務 代 理 手 当 対象者なし 廃　　止
滞　納　処　分　従　事　手　当 勤務実績者 廃　　止 △ 3
感 染 症 防 疫 作 業 等 従 事 手 当 勤務実績者 手 当 額 の 減 額 改 定 △ 1
船　舶　運　航　業　務　手　当 6 人 廃　　止 △ 31
水 道 技 術 管 理 業 務 手 当 12 人 廃　　止 △ 27
予　防　接　種　従　事　手　当 勤務実績者 廃　　止
税　　　　務　　　　手　　　　当 28 人 廃　　止 △ 68
保　健　指　導　業　務　手　当 8 人 廃　　止 △ 22
放　射　線　取　扱　手　当 5 人 廃　　止 △ 36
病　理　検　査　作　業　手　当 6 人 廃　　止 △ 15
麻　　薬　　管　　理　　手　　当 2 人 廃　　止 △ 12
消　防　機　関　員　手　当 27 人 廃　　止 △ 24
救　　急　　出　　動　　手　　当 勤務実績者 廃　　止 △ 87
夜　間　特　殊　勤　務　手　当 勤務実績者 廃　　止 △ 263
夜　　間　　介　　護　　手　　当 勤務実績者 廃　　止 △ 92
社　会　福　祉　業　務　手　当 7 人 廃　　止 △ 17
国保直営診療所看護師業務手当 2 人 廃　　止 △ 5
職　　　　務　　　　手　　　　当 1 人 手 当 額 の 減 額 改 定 △ 8
特　　地　　勤　　務　　手　　当 3 人 支給対象職員の削減
準　特　地　勤　務　手　当 3 人 支給対象職員の削減
宿　　日　　直　　手　　当 勤務実績者 支 給 区 分 の 改 定 △ 27
救　　　　急　　　　手　　　 当 勤務実績者 支給対象職員の削減 △ 440
技　　　　師　　　　手　　　　当 26 人 手 当 額 の 減 額 改 定 △ 598
特　　殊　　業　　務　　手　　当 48 人 廃　　止 △ 486
夜　　間　　看　　護　　手　　当 勤務実績者 廃　　止 △ 1,443
へ　　き　　地　　手　　当 対象者なし 廃　　止
合　　　　　　　　　　　　　　計 △ 3,705

施 設 名 マリンパル壱岐
団 体 名 有限会社マリンパル壱岐
代 表 者 代表取締役　横山　和生
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 壱岐市海釣り筏施設
団 体 名 壱岐出会いの村振興会
代 表 者 会長　鳥巣　修
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 壱岐市文化財展示館
団 体 名 安国寺展示館管理運営委員会
代 表 者 委員長　岩根　雅洋
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２１.３.３１

施 設 名 青嶋公園
団 体 名 壱岐市森林組合
代 表 者 代表理事組合長　白川　博一
指定期間 Ｈ１８.７.１～Ｈ２３.３.３１

※見直し効果中、手当削減金額が未記入の手当については、支給対象者が無いため予算措置をしていないもの
及び支給額に変動がないものです。
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ガムテープで補修されたトイレ（盈
えい

科
か

小学校） 市 民 病 院

質 問
平成１８年３月定例会

公共施設のトイレ改善を

公共施設のトイレにもかかわらず、老朽化し、
衛生的に悪いものがある。改善を。

現在の公共施設のトイレの現状や利用状況等
調査する。

�

市長／現状を調査

�

精査し、年次的に水洗化・解体

特に公衆トイレは必要により建設されたもの
で利用頻度に関係なく改修順位を決め、合併浄
化槽に移行する。近隣にある複数のトイレにつ
いては維持管理もかかるため老朽化すれば解体
の方向で整備する。

質 問
平成１８年３月定例会

市民病院の体質・運営改善を

職員の接遇不評が目立つ。
運営改善のため病院管理者の早期選任を。

病院管理者の早期選任は厳しいのが現状であ
る。
職員の接遇向上のため内外の研修に派遣して
いる。

�

市長／改善に向け努力

�

病院事業運営審議会を設置

今後、設置目的、権限、組織、委員の構成等
検討し、要綱を作成する。また、接遇について
は職員自身で「院内接遇委員会」を設置し、毎
月研修を行い、患者様サービスを第１に考え、
鋭意努力する。
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の
予
算
等
は
省
略
し
て
い
た
。
ま
た
、

各
常
任
委
員
会
に
ペ
ー
ジ
を
割
り
当

て
、
委
員
会
で
の
審
議
内
容
も
取
り

入
れ
、
動
き
の
あ
る
写
真
、
見
出
し

を
大
き
く
、
わ
か
り
や
す
く
工
夫
さ

れ
て
い
た
。
今
後
の
編
集
を
す
る
上

で
も
大
変
参
考
に
な
り
、
ぜ
ひ
、
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
会
だ
よ
り
は

住
民
と
議
会
の
橋
渡
し

研
修
目
的
と
日
程

全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

に
て
三
年
連
続
で
優
秀
賞
等
受
賞
し

て
い
る
宮
崎
県
高
千
穂
町
の
議
会
だ

よ
り
に
対
す
る
取
り
組
み
を
平
成
十

八
年
七
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
ま
で

調
査
･
研
修
を
実
施
し
た
。

研
修
内
容
と
所
見

（
高
千
穂
町
）

人
口
　
約
一
五
、五
〇
〇
人

高
千
穂
町
議
会
は
、
議
会
だ
よ
り

を
発
行
す
る
こ
と
は
議
会
の
活
動
状

況
を
広
く
住
民
に
知
ら
せ
、
住
民
が

議
会
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
ま
た
、

議
会
活
動
を
通
じ
て
行
政
全
般
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
も
最
も

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
有
効
な

手
段
と
し
て
平
成
十
三
年
十
月
に

「
高
千
穂
町
議
会
報
発
行
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
、
議
会
の
責
任
･

義
務
の
も
と
編
集
に
取
り
組
ん
で
い

た
。毎

月
発
行
の
町
広
報
紙
と
の
記

事
・
写
真
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
市

長
の
施
政
方
針
や
数
字
だ
け
の
羅ら

列れ
つ

1

議
会
広
報
特
別
委
員
会

宮
崎
県
高
千
穂
町
に
て

voic
e

voic
e

voic
e

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市

民
の
み
な
さ
ま
か
ら
議
会
に

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
」

石
田
町
女
性

議
会
だ
よ
り
は
各
戸
に
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
読
ま

な
い
人
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
壱
岐

市
に
な
っ
て
か
ら
議
会
だ
よ

り
を
精
読
し
て
い
ま
す
。
大

ま
か
な
こ
と
は
新
聞
に
載
っ

て
い
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り

で
議
会
の
内
容
等
よ
り
詳
し

く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
議
場
に
つ
い
て
」

石
田
町
女
性

四
町
が
合
併
し
た
の
で
、

最
近
は
こ
う
い
う
意
見
は
言

い
に
く
く
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
、
議
場
は
勝
本
町
に
あ

り
ま
す
。
勝
本
町
に
は
集
客

施
設
が
あ
ま
り
な
い
の
で
行

く
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

石
田
町
か
ら
勝
本
町
ま
で
バ

ス
で
一
時
間
位
か
か
り
ま
す
。

議
場
が
郷
ノ
浦
町
に
あ
っ
た

ら
、
年
に
一
回
で
も
二
回
で

も
議
会
の
傍
聴
に
行
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
一
般
質
問
に
つ
い
て
」

石
田
町
女
性

質
問
す
る
際
、
市
民
に
も

理
解
で
き
る
よ
う
な
、
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
質
問
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
市
役
所

の
職
員
に
し
か
分
か
ら
な
い

よ
う
な
専
門
用
語
を
使
わ
れ

て
も
全
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
議
員
さ
ん
達
の
一
般

質
問
に
あ
る
こ
と
か
ら
優
先

し
て
実
現
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。



編
　
集
　
後
　
記

�メインテーマ

「次世代を担う壱岐のこどもたち」
�応募資格
市内在住、在勤及び在学の方

�撮影場所
壱岐市内

�応募可能な写真
現像した写真（Ｌ判以上）か電子データ（４００万画素
以上でJPEG 形式）で縦向きに撮影したものに限り
ます。なお、被写体となった人、建物の管理人等に、
応募することの許可を得てから撮影してください。

�応募方法
住所・氏名・連絡先・撮影場所及び写真のサブタイトル
を明記し、議会事務局宛に郵送または持参してください。

�応募締切
平成１８年１０月２０日（金）まで。

�写真の選定
壱岐市議会広報特別委員会で行います。

�紙面への掲載事項
� サブタイトル（応募する方の写真に対するコメント。文字数は２０字程度）
� 撮影者の氏名

子
供
達
も
待
望
の
夏
休
み
に
な
り
、
地
域
と
の

交
流
が
多
く
な
る
中
で
、
親
だ
け
で
な
く
地
域
の

大
人
に
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
子
供
の
良
い
と
こ
ろ
は
褒
め
、
悪
い
と
こ
ろ

は
叱
る
大
人
。

二
、
子
供
の
話
を
聞
く
大
人
。

三
、
子
供
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
を
気
づ
か
せ
る

大
人
。

四
、
子
供
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
る
大
人
。

五
、
行
動
や
後
ろ
姿
で
示
す
こ
と
の
で
き
る
大
人
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
年
の
夏
休
み
が
事

故
な
く
終
え
る
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
定
例
議
会
に
は
、
よ
り
多
数
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

豊
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文
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この議会だよりは、古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。�

あなたのご応募
お待ちしています!

�

会議録をホームページで公開！会議録をホームページで公開！
壱岐市議会の会議録が、壱岐市ホームページ

（http://www.city.iki.nagasaki.jp）で閲覧で
きるようになりました。
また、会議録は壱岐市役所本庁（総務課）、各支

所（管理課）にも備え付けていますので、ご利用く
ださい。
ご不明な点は、議会事務局（�42-1111）ま

でお問い合わせください。

楽しい夏の思い出を！（ツインズビーチにて）

発
行
日
／
平
成
18
年
８
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日
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